
　津軽国定公園龍飛崎。北海道の白神岬とは津軽
海峡を挟んで19.5kmの距離があり、地下を青函
トンネルが通ります。晴れた日には北海道を見渡
すことが出来ます。海沿いから龍飛埼灯台方向に
延びる全362段の日本で唯一の階段国道がありま
す。もとは生活道路として利用されていました
が、1974年に国道に指定されました。

　日本史上ひときわ人気の高い人物である「源義
経」。1189年（文治5年）、兄である源頼朝の手に
より平泉の地で悲劇の死をとげたとされる義経で
すが、ここ外ヶ浜町三厩地区には義経が追撃をか
いくぐって平泉を脱出、北へ向かい龍飛崎を渡っ
て蝦夷地（北海道）へ向かったという「義経北行
伝説」が伝えられています。義経寺、甲岩､厩石、
帯島など義経一行が歩んだ足跡をたどれます。

青森森林管理署

青森県東津軽郡外ヶ浜町
　平館灯台は、全国的にも珍しい国道沿いに立つ
白亜の灯台。明治32年にできた西洋式灯台で、
高さは23mあります。クロマツ並木や西洋式台
場の土濠が扇状に残っています。平舘海峡を航行す
る船舶を100年以上にわたり見守ってきました。

　大平山元遺跡からは、旧石器時代の終わりごろ
の特徴を持つ石器群とともに、土器片と石鏃が出
土しました。土器片に付着していた炭化物の放射
性炭素年代測定を行ったところ、紀元前13,000
年頃のものである可能性が指摘されました。現在
のところ北東アジア最古級の土器です。最も古い
特徴を持つ土器片は、縄による施文や貼り付けな
どの装飾がない無文のものです。重量があり壊れ
やすい土器の出現は、定住生活の開始を示す重要
な要素であり、この土器片は土器の起源を語るこ
とができるもののひとつと考えられています（世
界遺産　北海道・北東北の縄文遺跡群）。

お問合せ先：外ヶ浜町役場産業観光課　Tel.0174-31-1228

義経寺　仁王門 史跡　大平山元遺跡　日本最古の土器片

階段国道339号

平館灯台
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　久慈市は北上山系の北東部に位置し、沿岸部は
三陸復興国立公園に、内陸部は久慈平庭県立自然
公園に指定された風光明媚な街です。
　平成25年には三陸ジオパークに認定され、２
億年以上前の地球活動で形成された貴重な地質・
地形等が見られます。なかでも「北限の海女」で
有名な小袖海岸周辺は、「つりがね洞」をはじ
め、大地の隆起と長年の太平洋の荒波の浸食で形
成された段丘や岩礁地帯を見ることができます。

　また、久慈市は国内最大の琥珀の産地です。琥
珀とは、植物の樹脂が土砂などに埋もれ、化石と
なったもので、昆虫などが閉じ込められた珍しい
琥珀もあります。
　江戸時代以前から久慈産の琥珀が江戸、京都に
送られ細工品等に利用されていました。現在も主に
ネックレスなど宝飾品や加工品に使われています。
 

 
 

三陸北部森林管理署久慈支署

岩手県久慈市
　市内南西部の標高800ｍに位置する平庭高原
は、県立自然公園に指定されており、約31万本
の「日本一の白樺美林」が有名です。
　約４㎞にわたり国道281号線沿いに林立する白
樺の白い木肌が、春の新緑や夏の青葉、秋の紅葉
それぞれの色と調和し、他の林とまた違った景色
を楽しむことができます。そのためドライブや散
策コースとしてお薦めです。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　平庭高原では、久慈市の「花」にも指定されて
いるレンゲツツジの群生が例年６月ごろ見ごろを
迎えます。また、今年で40年目を迎え年間４回
開催される東北唯一の闘牛大会は、若い雄牛の激
しいぶつかり合いが迫力満点で毎回県内外のファ
ンを魅了します。
　ほかにも宿泊・日帰り入浴ができる平庭山荘や
パークゴルフ場、スキー場など年間を通して楽し
めます。

お問合せ先：久慈市商工観光課 Tel 0194-52-2123
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日本一の白樺美林

東北唯一「闘牛大会」
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